
「いしかわCFP算定モデル」構築事業

石川県 商工労働部 産業政策課

県内企業の協力で脱炭素活動を推進し
変動の時代での新しい競争力を身に付ける



石川県産業振興指針（R5.9策定）とＧＸ①
県の産業振興の羅針盤としてR5.9に策定した「石川県産業振興指針」に
おいて、ＧＸは県内産業の成長のための重要な柱と位置づけ
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石川県産業振興指針（R5.9策定）とＧＸ②

KGIは「県民1人あたりGDP成長率2.2％成長（年平均）」
→労働生産性のうち「付加価値の向上」に着目。付加価値向上の手段の一つがGX

 企業や製品のイメージ向上、
ブランド力向上

 再エネ、水素など新たな成長
市場への参入

 サプライチェーンから排除され
ない
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【背 景】
国や業界団体レベルでは対応が進んでいない
→地域レベルでCFP算定を推進しボトムアップでモデルを構築
＝いしかわCFP算定モデル

CFPガイドライン策定脱炭素活動の政策整備

国レベルの活動

業界団体レベルの活動

業界毎の活動モデル開発とCFPガイドライン策定

地方自治体レベルの活動
中堅中小のボトムアップによる
サプライヤの活動モデル策定

企業 企業 企業

サプライヤ サプライヤ サプライヤ サプライヤ

いしかわCFP算定モデル

-３-



「いしかわCFP算定モデル」の策定と普及を通じた競争力強化

〇 環境意識の高まりから、欧州の企業・消費者を中心に、CFPへの対応によって購買、取引を
決定する動きが見られ、世界的な広がりを見せている

〇 今後、業種、業界に関係なく、県内企業にもCFP算定を求める動きが本格化する見込み。
そのため、CFPの算定の仕方を身に付け、自社及び自社製品のブランディングや企業連携に
活かすことで、県内企業各社の競争力強化を図る

＜背景＞

 (一社)グリーンCPS協議会がCFP算定に前向きな県内企業(機械、繊維、食品)と連携し、
業界毎のCFP算定モデルを策定し、広く県内企業に周知・普及

＜事業概要＞

モデルは他企業製品のCFP算定に応用可能
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「いしかわCFP算定モデル」の策定と普及を通じた競争力強化

【ゴール】
GXを通じた県内産業の
付加価値向上と
競争力強化

①モデル企業を核とする
サプライチェーンの
CFP算定支援

②業種毎の
CFP算定モデルを構築

③県内企業への展開

●業界ごとのCFP算定モデルを策定
●リスキリングを通じた企業の価値づくり
●地域連携・サプライチェーン連携強化

ひっくるめて「いしかわCFP算定モデル」として発信！-５-



具体的な活動内容
• 昨年度は、CFP算定の意義や価値を説明するセミナー、ワークショップ
と具体的なCFP算定を支援するフォローアップ（3社）を実施

• この取組を広げるため、今年度は、業種毎のリーディングカンパニーとそ
のサプライチェーンを対象として具体的事例を創出しモデル化したうえで
企業に周知する段取

• まずは候補企業群向けの事業説明会を開催し、趣旨等を説明
• 次に、CFP算定の基礎知識を学ぶワークショップを開催（R7.9.12）
→参加企業：中村留精密工業㈱（工作機械メーカ）

㈱別川製作所（配電盤メーカ）                 
カジグループ（繊維）
数馬酒造㈱（酒造メーカ）

• 現在、フォローアップとして各社様の製品・サービスに対応したCFP算
定を専門家のサポートを得ながら実施中（２時間程度のフォローアッ
プ・ミーティングを数回実施）

【ワークショップ‐講義】

【ワークショップ‐グループワーク】
ハンバーガーショップ経営者として
算定範囲や考え方を議論-６-



環境への
関心増

CFP算定
脱炭素

推進
消費者の
関心増

競争力

強化

県内企業の協力で脱炭素活動を推進し、
変動の時代での新しい競争力を身に付ける

CFP算定を真に意義のあるものにするためには、
サプライチェーン全体で取り組む必要がある
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